
第九管区海上保安本部

両津湾の走錨海難防止策
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優先的検討海域及び施設

両津湾
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錨地及び錨地付近の水深・底質等
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参考文献：日本海中部海域における錨泊地及び錨泊方法等に関する調査研究報告書 平成１４年３月 （社）日本海海難防止協会

両津湾は湾口が北東方へ開いているため、北東～東方向の風
に対しては遮蔽するものがないが、北西方には１，０００ｍ前後
の山が連なる大佐渡山脈、南方には６００ｍ前後の山々が連な
る小佐渡山脈が控えており、北西風の連吹する冬季の好避泊
地となっている。

港内の水深は、湾の東端部中央付近まで水深２００ｍ以深が入
り込んでいるが、港湾区域内の水深は７０ｍ以浅で底質は細砂
である。避泊地として推奨される両津港北防波堤灯台を中心と
し、同灯台を（船舶から）１９５°～２３０°に見る半径２，５００ｍ
の扇形内の水深２５～４０ｍ付近が避泊錨地として適しており、
また、底質は細砂で錨掻きは良い。
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一般的な錨泊位置
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台風通過時等の気象

データ根拠：気象庁ホームページ
（両津観測史上１～１０位の値）
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平成30年9月4日台風21号通過時の両津港の錨泊状況

錨泊船なし
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平成31年4月5日低気圧通過時の両津港の錨泊状況

両津火力発電所
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事故発生リスク

両津湾では、今回検討対象とした施設への
走錨による衝突事故の発生リスクは低いと
考えられる。

ただし、湾内で走錨の危険性は否定できない。
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○監視体制の強化
・ＡＩＳによる監視強化
・目視による監視強化
・その他

○指導の強化
・ＶＨＦによる注意喚起
・電話による注意喚起
・代理店への指導
・その他

海上保安庁が行う安全対策
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監視体制及び指導の強化

第九管区海上保安本部交通部 ＡＩＳ運用官による監視

全錨泊船にガードサークルを付けて監視

錨泊船がガードサークルから出るとアラーム吹鳴

国際ＶＨＦにより
注意喚起

・十分な錨鎖の伸張
・守錨当直の実施
・機関の即応準備
・追加の鎖の準備
・ＡＩＳの適正な使用
・海保との連絡体制の確保など

第九管区
海上保安本部ＡＩＳ運用官

両津火力発電所
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監視体制及び指導の強化

佐渡海上保安署職員による監視

佐渡海上保安署

佐渡海上保安署職員

船舶電話による
注意喚起

代理店への
指導

・十分な錨鎖の伸張
・守錨当直の実施
・機関の即応準備
・追加の鎖の準備
・ＡＩＳの適正な使用
・海保との連絡体制の確保など

佐渡海上保安署職員

両津火力発電所
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監視体制の連携

海上施設管理者による情報収集

両津火力発電所管理者

錨泊船が施設に近い、また接近して来るなど
不安に感じたら、佐渡海上保安署に連絡

船舶電話による
注意喚起

代理店への
指導

国際ＶＨＦにより
注意喚起

佐渡海上保安署
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走錨対策
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